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  平成２７年度富士見市下水道事業会計予算（概要） 

 

１ 予算概要 

 

(1) 予算編成概要 

下水道の取り巻く状況は、人口増加の鈍化や高齢化社会、生活様式の多様化やエコ指

向の向上から節水型機器類が普及するなど、下水道収益が伸び悩んでいる。 

公共下水道の整備は、平成２２年度に市街化に編入された水子地区及び南畑地区につ

いて、引続き計画的に整備促進を図る。 

また、別所雨水ポンプ施設、尺地堀水路及び別所堀水路の雨水幹線について、計画的

に更新、整備を図る。 

今後も市民生活の安心・安全のため、都市環境の改善を図り、都市の健全な発展と公

衆衛生の向上や公共用水域の水質保全に資するため、計画的に整備を進めるとともに、

維持管理に努め、経費の削減はもとより、健全で効率的な経営を推進するための予算を

編成した。 

 

(2) 予算規模 

第３条予算（収益的収入及び支出）の収入は、前年度比０.９％減の１８億２,５３１

万６千円、支出は、前年度比３.３４％増の１５億９，９９０万３千円で、収支差引で

２億２,５４１万３千円の黒字となっている。 

第４条予算（資本的収入及び支出）の収入は、前年度比３８.２８％増の１５億８,４

２０万６千円、支出は、前年度比１８.７５％増の２２億６,４７１万１千円となり、収

支差引では６億８,０５０万５千円の赤字が見込まれる。 

 

(3) 財源不足額 

第４条予算の赤字分については、損益勘定留保資金等で補填する。 

 

２ 予算（収入）の主な特徴 

 

(1) ３条予算（収益的収入） 

○ 営業収益 

下水道使用料は、人口増加の鈍化や生活様式の多様化、エコ指向の向上から節水型機

器類が普及するなどにより、収益が伸び悩んでいるが、ららぽーと富士見の開業により

見込まれる収益を加算し、前年度比１.２７％増の９億７,７６６万６千円となる。 

他会計負担金は、主に一般会計からの繰入金として、前年度比２.６３％増の３億２,

２７６万１千円とした。 
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○ 営業外収益 

他会計補助金は、前年度同額の２億８,０００万円とした。 

長期前受金戻入は、２億２,５００万５千円とした。 

雑収益は１７７万６千円とした。 

消費税及び地方消費税還付金は、見込額として１,７９２万円とした。 

 

(2) ４条予算（資本的収入） 

企業債は、前年度比３５.３３％増の９億２,０８０万円とした。 

国庫(県)補助金は、前年度比３４.８３％増の３億９,６４０万円とした。 

負担金は、受益者負担金と一般会計からの繰入金として、前年度比５５.８９％増の２

億６,７００万６千円とした。 

 

３ 予算（支出）の主な特徴 

 

(1)３条予算（収益的支出） 

 ○ 営業費用 

①管渠費は、管渠の維持管理に要する経費で、主に委託料、修繕費、工事請負費、負

担金等で前年度比２.３９％増の５億２,０３７万６千円とした。 

【主な支出】 

・荒川右岸流域下水道維持管理負担金       ４億１０６万８千円 

・維持管理・監視業務・保守点検等業務委託     ４,１１０万５千円 

・人孔蓋取替工事等                  ３,１４３万円 

②業務費は、使用料徴収業務等に要する経費で、前年度比４％増の４,９００万５千円

とした。 

【主な支出】 

・下水道使用料徴収事務委託費  ３,９４０万５千円 

③総係費は、前年度比１８.５７％減の３,１２４万９千円とした。 

【主な支出】 

・貸倒引当金繰入額     ４６２万５千円とした。 

④減価償却費は、構築物、車両運搬具の減価償却として、７億３,１５７万９千円とし

た。 

○ 営業外費用 

①支払利息は、前年度比８.６５％減の２億６,６０９万２千円とした。 

○ 特別損失 

①特別損失は、過年度損益修正損として、３２万４千円とした。 

 

(2)４条予算（資本的支出） 

○ 建設改良費は前年度比１１．９５％増の７億８，５８５万９千円とした。 

①公共下水道建設事業費は、前年度比５３.６７％増の８億１,８４５万５千円とした。 
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【主な支出】 

・江川第２処理分区（西口）      

・柳瀬第９汚水管渠築造工事 

・私道対策事業 

・舗装本復旧工事            等 工事請負費 ７億１,８６０万円 

・新河岸川第一ノ一号(尺地掘)雨水幹線築造工事 

・別所雨水幹線築造工事  

・別所雨水ポンプ場施設工事委託               ２，１００万円 

（平成28年度継続工事委託 1億4,600万円） 

・委託料等                      ７,８８５万円５千円 

②特定環境保全公共下水道建設事業費は、前年度比８.９７％増の４億４,３３６万３

千円とした。 

【主な支出】 

・新河岸第14汚水管渠築造工事     

・舗装本復旧工事            

   ・委託料等                            ３,７０６万円３千円 

③流域下水道事業費は、前年度比３０.４５％増の８,８６７万８千円とした。 

【主な支出】 

・荒川右岸流域下水道事業建設負担金  ８,８６７万８千円 

○償還金前年度比１．０６％減の７億８，０６３万５千円とした。 

①企業債償還金は、前年度比２.２％増の８億１,９７２万５千円とした。 

・公共下水道債元金償還金         ５億７,３０９万１千円 

・流域下水道債元金償還金           ９,８２４万２千円 

・特定環境保全公共下水道債元金償還金     １億２,６９７万円 

・資本費平準化債元金償還金          ２,１４２万２千円 
 
企業債償還（元金）の状況は、平成２７年度末時点において８６億４,００８万９千円

の未償還残高となる見込。 

等 工事請負費  ４億６３０万円 



（単位：千円）

予　定　額 対前年度増減額

1,825,316 △ 16,594

1,300,552 18,707

977,666 12,253

322,761 8,279

125 △ 1,825

524,763 △ 35,301

62 △ 218

280,000 0

225,005 △ 46,841

1,776 0

17,920 11,758

1 0

1 0

（単位：千円）

予　定　額 対前年度増減額

1,599,903 51,662

1,332,487 96,439

520,376 12,138

49,005 1,887

31,249 △ 7,126

278 △ 22

731,579 89,562

266,592 △ 25,181

266,092 △ 25,181

500 0

324 △ 19,596

324 24

0 △ 19,620

500 0

500 0

過 年 度 損 益 修 正 損

そ の 他 特 別 損 失

予 備 費

下 水 道 事 業 収 益

特 別 損 失

予 備 費

管 渠 費

業 務 費

総 係 費

水 洗 化 促 進 費

減 価 償 却 費

支 払 利 息

雑 支 出

過 年 度 損 益 修 正 益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

下 水 道 使 用 料

他 会 計 負 担 金

そ の 他 の 営 業 収 益

受 取 利 息

他 会 計 補 助 金

営 業 外 費 用

款    項

■平成２７年度下水道事業会計予算（３条　税込）

収  入 

支  出 

目款    項

消 費 税 及 び 地 方
消 費 税 還 付 金

目
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長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特 別 利 益

下 水 道 事 業 費 用

営 業 費 用



（単位：千円）

予　定　額 対前年度増減額

1,584,206 438,523

920,800 240,400

920,800 240,400

396,400 102,400

396,400 102,400

267,006 95,723

267,006 95,723

（単位：千円）

予　定　額 対前年度増減額

2,264,711 357,510

1,443,986 339,869

93,490 △ 3,193

818,455 285,864

443,363 36,500

88,678 20,698

819,725 17,641

819,725 17,641

1,000 0

1,000 0予 備 費

償 還 金

予 備 費

建 設 総 係 費

公 共 下 水 道
建 設 事 業 費

特 定 環 境 保 全 公 共
下 水 道 建 設 事 業 費

流 域 下 水 道 事 業 費

企 業 債 償 還 金

負 担 金

企 業 債

国 庫 ( 県 ) 補 助 金

負 担 金

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

支  出

資 本 的 収 入

企 業 債

国 庫 ( 県 ) 補 助 金

款    項

■平成２７年度下水道事業会計予算（４条　税込）

目

款    項

収  入

目
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